
小
特
集
●

文
化
学
科
と
大
江
史
学

山
田

徹
雄

文
化
学
科
教
授
大
江

一
道
教
授
は
、
平
成
十
年
三
月
を
も

っ
て
定
年
退
職
な
さ
れ
ま
す
。

大
江
先
生
は
、
副
学
長
、
学
生
部
長
を
歴
任
し
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
文

化
学
科
に
お
い
て
は

「西
洋
文
化
史
」
及
び
そ
の
関
連
科
目
を
担
当
な
さ
れ
、
先
生
の
幅
広
い
学
識
に
触
れ
て
影
響
を

受
け
た
学
生
の
数
は
限
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
学
問
的
見
識
に
よ

っ
て
私
達
教
員
に
も
感
銘
を
与
え
た
の
み
な
ら

ず
、
教
授
会
、
各
種
委
員
会
、
文
化
学
科
系
列
会
議
に
お
け
る
適
切
な
御
発
言
が
全
体
と
し
て
の
意
志
決
定
に
ど
れ
ほ

ど
貢
切
し
た
の
か
、
数
え
あ
げ
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

大
江
先
生
の
業
績
に
お
い
て
専
門
研
究
者
ば
か
り
で
は
な
く
広
く
学
問
を
志
す
者
に
啓
蒙
を
与
え
た
の
は

『世
界
近

現
代
全
史
』
1
お
よ
び
H

(山
川
出
版
社
)
で
あ
り
ま
す
。
以
下
、
大
江
先
生
の
当
該
著
書
に
つ
い
て
記
述
し
て
行
き

ま
す
。

二
十
世
紀
、
と
り
わ
け

フ
ラ
ン
ス
革
命
二
百
周
年
に
あ
た
る

一
九
八
九
に
世
界
の
大
変
動
が
集
中
的
に
起
こ
っ
て
き

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
歴
史
観
、
世
界
観
を
覆
し
て
し
ま
う
情
況
の
由
来
と
現
実
を

「総
括
し
確
認
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
本
書
は
描
か
れ
て
行
き
ま
す
。
戦
後
歴
史
学
の
問
題
視
角
を
批
判
的
に
摂
取
し
、
と
り
わ
け

一
九
七
〇

年
代
以
降
に
み
ら
れ
る
歴
史
研
究
の
新
し
い
潮
流
に
目
を
向
け
、
ま
た
そ
れ
を
積
極
的
に
受
容
し
て
い
き
ま
す
。

第

-
部
の
タ
イ
ト
ル
が

「資
本
主
義
的
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」
第
H
部
が

「資
本
主
義
的
近
代
世
界
シ
ス
テ

ム
の
確
立
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の

..昏
Φ
ヨ
o
α
Φ⇒
毫
〇
二
q
-ω団
ω
8
目
..
昏
Φ
o
鋤
b
-
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冨

房

け
≦
〇
二
阜
Φo
o
8
ヨ
粍
.
を

「叙
述
の
キ
イ
概
念
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
林
健
太
郎
氏
を
恩
師

と
す
る
世
代

の
研
究
者
が
新
し
い
研
究
視
角
を
受
容
し
、
ま
た
そ
れ
を
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
以
上
に
歴
史
叙
述
を
深

化
さ
せ
、
よ
り
広
範

に
よ
り
具
体
的

に
実
現
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
驚
異
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

過
日
、
永
峰
三
千
輝
氏

(横
浜
市
大
教
授
)
と
大
江
先
生

の
業
績
が
話
題

に
な
り
、

こ
れ
は
ま
さ
に

「大
江
史
学
」

だ
と
氏

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
印
象

に
残

っ
て
い
ま
す
。

大
江
先
生
の
叙
述
は
各
国
史
を
越
え
た
全
体
史
を

一
人
の
著
者
に
よ

っ
て
示
す
と
こ
ろ
に
最
大
の
成
果
が
あ
り
ま
す
。

以
下

の
そ
の

一
端
を
知
る
た
あ
に
大
著
の
目
次
を
示
し
、
壮
大
な
構
想
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

『世
界
近
現
代
全
史
』

序
説

近
代
世
界
史
成
立
の
歴
史
的
前
提

第
-
部

資
本
主
義
的
近
代
シ
ス
テ
ム
の
形
成

第

一
章

西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
的
成
長

第
二
章

中

・
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
統
合

第
三
章

啓
蒙
思
想
の
世
紀

第
四
章

十
八
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化

第
五
章

十
八
世
紀

ア
ジ
ア
の
諸
帝
国

第
H
部

資
本
主
義
的
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
の
確
立

第

一
章

二
重
革
命
の
時
代
の
開
始

第
二
章

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
国
際
秩
序
の
形
成

第
三
章

自
由
主
義
の
発
展

第
四
章

ア
メ
リ
カ
社
会
の
近
代
化

第
五
章

近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
と
ア
ジ
ア

第
皿
部

近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
と
国
民
国
家
の
形
成

一2一



第

一
章

西
欧
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
展
開

第
二
章

ロ
シ
ア
・
東
欧
と
ア
メ
リ
カ
両
大
陸
の
近
代
的
再
編
成

第
三
章

西
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
世
界
の
近
代
的
変
容

第
四
章

中
華
帝
国
の
解
体
と
東
ア
ジ
ア
世
界

第
W
部

近
代
帝
国
主
義
世
界
の
形
成
と
国
民
国
家
の
展
開

第

一
章

近
代
世
界
史
の
激
流

第
二
章

帝
国
主
義
時
代
の
開
幕

第
三
章

帝
国
主
義
国
家
の

「世
界
分
割
」

第
四
章

初
期
二
十
世
紀
の
世
界
史

大
江

一
道
先
生

略
歴

一
九
二
八
年
三
月

茨
城
県
日
立
市
に
生
ま
れ
る

一
九
四
五
年
三
月

県
立
日
立
中
学
校
卒
業

同
年
四
月

(旧
制
)
水
戸
高
等
学
校
入
学

一
九
四
八
年
三
月

(旧
制
)
水
戸
高
等
学
校
文
科

(乙
類
)
卒
業

同
年
四
月

(旧
制
)
東
京
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
入
学

一
九
五

一
年
三
月

同
大
学
卒
業

一
九
五
二
年
二
月

都
立
白
鴎
高
等
学
校
教
諭

一
九
六
〇
年
四
月

都
立
上
野
高
等
学
校
教
諭

一
九
八
〇
年
四
月

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
化
学
科
助
教
授

以

上
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一
九
八
三
年
四
月

同
学
教
授

公
務
と
し
て
は
学
生
部
長

(八
二
～
八
四
年
)
副
学
長

(八
六
～
八
八
年
)

一
九
九
八
年
三
月

定
年
退
職

こ
の
間
非
常
勤
講
師
と
し
て
次
の
各
大
学
を
担
当

東
京
大
学

(教
育
学
部
)、
横
浜
国
立
大
学

(教
育
学
部
)
、
東
洋
大
学
、
成
蹊
大
学
、
学
習
院
大
学
、
日
本
女
子
大
学
、

東
京
女
子
大
学
、
同
短
期
大
学
部
、
津
田
塾
大
学
、
聖
心
女
子
大
学
。

主
要
著
者

・
論
文

『世
界
近
現
代
全
史
1
・
H
・
皿
』
(山
川
出
版
社
)、
『地
域
か
ら
の
世
界
史

・
日
本
』
(朝
日
新
聞
社
)、
『世
紀
末
の
文
化
史
』
(山

川
出
版
社
)、
『物
語
世
界
史
へ
の
旅
』
(共
著
・
山
川
出
版
社
)
ほ
か

「
都
市
と
民
衆

の
バ
ラ
ー
ド
i

近
代
パ
リ

の
ば
あ

い
」
(
『
歴
史
評
論
』

一
九
八
三
年
)

コ
畏
見

の
西
洋
女
性
史

・
覚
え
書
1

・
2

・
3
」
(
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
4

・
5

・
6
号

一
九
八
六
年
～
八
八
年
)

「
社
会
史
と
歴
史
教
育

の
課
題
」

(『
歴
史
地
理
教
育
』

一
九
八
五
年
)

ほ
か

[所
属
学
会
]
史
学
会
、

日
本
西
洋
史
学
会
、

日
本
政
治
学
会
、

日
本
中
東
学
会
。

ほ
か
に
、

N
H
K
テ

レ
ビ

「通
信
高
校
講
座
世
界
史
」
講
師

(
一
九
七

三
年
～
八
六
年

の
十

三
年
間
)

(
や
ま
だ

て

つ
お

・
西
洋
経
済
史
)
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